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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成21年6月25日(2009.6.25)

【公開番号】特開2006-12129(P2006-12129A)
【公開日】平成18年1月12日(2006.1.12)
【年通号数】公開・登録公報2006-002
【出願番号】特願2005-143698(P2005-143698)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｋ  17/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｑ   5/01     (2006.01)
   Ｈ０１Ｑ  21/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｋ  17/00    　　　Ｆ
   Ｈ０１Ｑ   5/01    　　　　
   Ｈ０１Ｑ  21/06    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年5月7日(2009.5.7)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一の低搬送周波数でデータ信号を送信する第一のトランスポンダと一体でデータ通信
を可能にする、前記第一の低搬送周波数で動作するように同調させた第一のリーダアンテ
ナと、
　第二の高搬送周波数でデータ信号を送信する第二のトランスポンダと一体でデータ通信
を可能にする、前記第一の低搬送周波数と異なる前記第二の高搬送周波数で動作するよう
に同調させた第二のリーダアンテナと、を備え、
　前記第一および第二のリーダアンテナは、磁束対向配置に配置される、
ことを特徴とするＲＦＩＤリーダのアンテナアレイ。
【請求項２】
　前記第一の低搬送周波数が、公称１２５ｋＨｚである請求項１記載のアンテナアレイ。
【請求項３】
　前記第二の高搬送周波数が、１３．５６ＭＨｚである請求項１記載のアンテナアレイ。
【請求項４】
　第一及び第二のアンテナを格納するリーダハウジングを更に備える請求項１記載のアン
テナアレイ。
【請求項５】
　前記第一及び第二のアンテナが、さらにオーバーラップ配置で配置されている請求項１
記載のアンテナアレイ。
【請求項６】
　前記第一のリーダアンテナは第一の領域を有し、前記第二のリーダアンテナは第二の領
域を有し、前記第一及び第二のリーダアンテナは、前記第一の領域の一部分が前記第二の
領域の一部分と重なるように相互に関連して配置されている請求項５記載のアンテナアレ
イ。
【請求項７】
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　前記第一のリーダアンテナは第一の領域を有し、前記第二のリーダアンテナは前記第一
の領域と実質的に同じ第二の領域を有し、前記第一及び第二のリーダアンテナは同方向の
交信角度を有し、前記第一の領域の実質上の半分が前記第二の領域の実質上の半分と重な
るように相互に関連して配置される請求項５記載のアンテナアレイ。
【請求項８】
　前記第一のリーダアンテナは第一の領域を有し、前記第二のリーダアンテナは第二の領
域を有し、前記第一及び第二のリーダアンテナは、前記第一の領域の一部分が前記第二の
領域の一部分と重なるように相互に関連して配置される請求項１記載のアンテナアレイ。
【請求項９】
　前記第一のリーダアンテナは第一の領域を有し、前記第二のリーダアンテナは前記第一
の領域と実質的に同じ第二の領域を有し、前記第一及び第二のリーダアンテナは同方向の
交信角度を有し、前記第一の領域の実質上の半分が前記第二の領域の実質上の半分と重な
るように相互に関連して配置される請求項１記載のアンテナアレイ。
【請求項１０】
　前記第一及び第二のリーダアンテナが、シグナル生成部と連結している請求項１記載の
アンテナアレイ。
【請求項１１】
　前記シグナル生成部は、前記第一及び第二のリーダアンテナからの送信シグナルを生成
するための統合された手段を有する統合型のシグナル生成部である請求項１０記載のアン
テナアレイ。
【請求項１２】
　前記シグナル生成部は、前記第一のリーダアンテナからの送信シグナルを生成し、前記
第一のリーダアンテナと連結する個別第一シグナル生成部と、前記第二のリーダアンテナ
からの送信シグナルを生成し、前記第二のリーダアンテナと連結する前記個別第一のシグ
ナル生成部から分離された個別第二シグナル生成部とを有する請求項１０記載のアンテナ
アレイ。
【請求項１３】
　前記第一及び第二のリーダアンテナが、受信電子回路と連結している請求項１記載のア
ンテナアレイ。
【請求項１４】
　前記受信電子回路は、前記第一及び第二のリーダアンテナが受信したシグナルを処理す
るための統合された手段を有する統合型の受信電子回路である請求項１３記載のアンテナ
アレイ。
【請求項１５】
　前記受信電子回路は、前記第一のリーダアンテナが受信したシグナルを処理するための
、前記第一のリーダアンテナと連結する個別第一受信電子回路と、前記第二のリーダアン
テナが受信したシグナルを処理するための、前記第二のリーダアンテナと連結する前記個
別第一受信電子回路から分離された個別第二受信電子回路とを有する請求項１３記載のア
ンテナアレイ。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
　本発明は、ＲＦＩＤリーダに用いるアンテナアレイに関するものである。アンテナアレ
イは、第一の低搬送周波数でデータ信号を送信する第一のトランスポンダと一体でデータ
通信を可能にする、前記第一の低搬送周波数で動作するように同調させた第一のリーダア
ンテナと、第二の高搬送周波数でデータ信号を送信する第二のトランスポンダと一体でデ
ータ通信を可能にする、前記第一の低搬送周波数と異なる前記第二の高搬送周波数で動作
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するように同調させた第二のリーダアンテナとを備え、前記第一および第二のリーダアン
テナは、磁束対向配置に配置される。好ましい、第一の周波数は公称１２５ＫＨｚであり
、好ましい第二の周波数は、１３．５６ＭＨｚである。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４７】
　自己共振のより具体的なケースとして、第一及び第二のアンテナが近接して設置され、
第一のアンテナコイルが低周波数（１２５ｋＨｚ）リーダアンテナであり、一方、第二の
アンテナコイルが高周波数（１３．５６ＭＨｚ）リーダアンテナである場合を説明する。
リーダ低周波数アンテナは、典型的には１ミリヘンリのインダクタンスを有する。共振周
波数（ラジアンの）の二乗は、インダクタンスと電気容量の積に反比例するので、１３．
５６ＭＨｚの自己共振のためのリーダ低周波数アンテナの電気容量は、約０．１４ピコフ
ァラド（picofarads）となり、これは、寄生容量あるいは浮遊容量の範囲内である。この
レベルの電気容量をコントロールすることは極めて難しく、また、１３．５６ＭＨｚある
いはこの近辺の周波数におけるリーダ低周波数アンテナの自己共振が、リーダ高周波数ア
ンテナのオペレーションに干渉するのを防ぐことも同様に非常に難しい。
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